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令 和 8 年 9 月 7 日 
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○令和８年熊本地震による建築物の非構造部材の被害調査報告（速報）  
調査結果のまとめは以下の通り。なお、今後の調査に伴い、本報告の内容には修正が加 

えられる可能性がある。 
・報道等で事前に被害情報があった建築物の非構造部材（外装、ガラス、天井等）の被害 

状況やその周辺の非構造部材の状況について、外観による調査を行った。  
・ガラス（同構面内の枠材やガラス扉等を含む）の破損、扉の傾き等の被害が見られた。  
・外壁・外装の被害として、ALC パネルの損傷・脱落、外装材の傾き等の被害が見られた。 

 ・天井等の被害として、店舗の軒天井などにおける天井高の低い吊り天井の比較的広範囲 
な落下、垂れ下がりが見られた。落下が見られた軒天井は、鋼製下地が用いられたいわゆ 
る在来工法によるものであった。その他、外側から見られる範囲でも、構造体（柱）際の 
内装材と天井との取り合い部における天井の部分的な損傷等が見られた。 

 
 
 
 

本資料は、国総研ホームページ及び建研ホームページで公開しています。 
ダウンロード先ＵＲＬ： 
建研 ：https://www.kenken.go.jp/japanese/contents/topics/2026/0907n.pdf 
 
 
 

（問い合わせ先） 

国土技術政策総合研究所 建築研究部  

TEL：029-864-4437   

 

国立研究開発法人建築研究所 企画部 企画調査課 

              TEL：029-879-0632  
 

資料配布の場所（令和８年９月７日配布） 
筑波研究学園都市記者会 
 
※同時発表：国土技術政策総合研究所 

令和８年熊本地震による建築物の非構造部材の被害調査報告（速報）を HPで公開しました。 
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